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       The aim is to draw history in the everyday scenery and draw regional identity. This time I would like to take up 
      the area of Nakagami / Miyazawa in Akishima-shi, Tokyo. Nakagami / Miyazawa has elements not seen in the 
      center of Tokyo. It is the natural environment such as the topography and spring water, sacred ground which  
      continues from long ago, festival, life culture. Through it, the community of the town has been formed since  
      long ago, creating a landscape that is only here. 
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1. 序章 
(1)研究背景 
 都心 23区への人口増加が進む反面、多摩地方などの東
京西部の「郊外」と言われている地域でははっきりと明暗
が分かれている。これは、都心に反して、郊外には面白み
がなく何も魅力がないと思われているのではないだろう
か。江戸の近郊農村から出発し、近代の郊外住宅地となっ
たこうしたエリアは取り立てて歴史を強く感じさせるこ
ともない。こうした日常的な風景の中に歴史を読み、地域
のアイデンティティを描くことが目論見である。 
(2)昭島市中神・宮沢の概要 
 東京都昭島市は東京都のほぼ中央に位置し、人口約 11
万人の市である。都心から約 30〜40km圏内にあり、中央
線で東京駅からおよそ 1時間で着く。 
 宮沢・中神両村は、近世・近代においてはそれぞれ別個
の独立した村であった。しかし、その集落自体は、昔から
きわめて入り組み、密着した形で形成されており、あたか
も一個の村落であるかのような景観である。 
2. 豊かな自然環境とそこに住まう人々 
(1)中神・宮沢の自然環境 
 昭島市は、武蔵野台地と南に多摩川沿いの低地があ
り、台地には三つの段丘が存在している。台地は分厚い
関東ローム層で覆われており、地下水の利用が困難で水
利が悪かったが、段丘の崖線上に湧水が湧き出ており段
丘崖線下は取水に恵まれた地であった。古地図からも、
人々が古来から崖線下に住居を構えたことがわかる。 
 
 
図 1 昭島市中神・宮沢マップ 
 
(2)宮沢の民家の特徴 
 中神・宮沢の民家の一つとして伊藤貞子さんのご自宅
を実測した。伊藤家は江戸時代から数えて、昭和 32
年、平成 5年の二度建て替えを行っている。昭和 32年
より前は、家は茅葺であり、六つ間取り(続いた部屋が
四つ＋囲炉裏)であった。昭和 32年の建て替え時に増築
を行っている。また、平成 5年の建て替え時には建て替
え前の家を敷地内にある車庫の上に移動させ、元の場所
には新築を建てたという。 
 また、伊藤家は昔農家であり、米を作っていたため、
敷地内には米を貯蔵するための蔵や、飲料水として使っ
ていた井戸や井戸跡、八幡様を祀る社、孔雀小屋などが
残っている。孔雀小屋は昔、二羽飼っていたのだが、現
在は物置になってしまっている。また、昔から存在する
ものではないが、現在農作物を育てるためのビニールハ
ウスが建っている。この地域には、蔵、社、井戸を敷地
内にもつ家を多く見ることができる。 
 
 
 
図 2 伊藤家 配置図 
 
3. 住民が継なぐ生活文化 
(1)水路を通した共同体-水の講- 
 人々は水路から取水し、生活用水や農業に利用して
いた。水路は公共のもので、水路の所有権は昔から存在し
なかった。しかし、住民たちはこの水路の共同使用、維持
管理のために「水の講」と呼ばれる生活協同的な組織を編
成した。また、講員の間では維持管理の一つとして、『使
用後の風呂の水を水路へ流してはいけない』『下水を流し
てはいけない』などといった水路の利用に関するルール
などをしっかりと定めていた。 
現代では、上水道が完備されている背景もあり、水路の
水を生活用水として利用する人はほとんどいない。野菜
洗いや植木鉢に水をやるために使用する程度であるとい
う。生活用水としての地位は大きく低下し、約十年前には
水路をふさぐ話が持ち上がっている。しかし、先祖から受
け継いだこの水路に愛着を持つ講員はこれに強く反発し、
この案は破棄されたという。 
 昔と現代で水路の使われ方、地位は大幅に変わってし
まっていたが、今も昔も水路に対する講員の思い、先祖か
ら受け継がれている伝統を大切にしたいという思いは変
わっておらず、固有の風景を残しているのである。 
 
 
図 3 町中を流れる水路 
(2)お日待ち 
 「水の講」が全体で行う行事にお日待ちというものがあ
る。お日待ちとは、主に水路の清掃、すなわち堀さらいを
行う行事である。この行事は、明治から続いており、お日
待ちを行う際、「宿」というものを一軒決められ、幹事の
役割を担うこととなる。お日待ち当日はまず、定刻(午前
九時頃)に講員がわさび田のある鈴木家に集合する。堀さ
らいを行う前に講員全員でわさび田付近にある水神様の
いる御霊社に行き、参拝をする。この際、豆腐、油揚げ、
神酒をお供えすることになっている。その後、水路の清掃
が始まる。清掃の後には飲み会が開かれ交流の場になる。
このように、お日待ちは水路を守るだけでなく、街の住民
を繋ぐ重要な行事である。 
(3)古来からの生業 
 豊富な湧水を利用した、ワサビ栽培と養蚕業というこ
の地域ならではの生業が江戸時代から行われていた。 
ワサビは綺麗で豊富な水が必要であるため、この地域で
も栽培可能であったのである。現在も行っているのは、宮
沢の東のはずれにあるスズキ殖樹園のみである。スズキ
殖樹園のワサビ栽培は江戸時代から行っており、その証
拠に 19世紀初期の武蔵風土記稿に「諏訪ノ東方二十間許
ヲ隔テ民居ノ後背ニアリ傍ニ二十間ニ五間許ノ池アリ池
中ニハ山葵多ク生セリ」と記述がある。それ故か、このス
ズキ殖樹園を経営する鈴木家のことを古くから「わさび
田」と称し、また、この清流堀を「わさび田堀」と呼んで
いる。昔は現在よりも湧水が豊富であったため、ワサビ農
業で有名な長野県安曇野よりも多く収穫できたそうだ。 
 
 
図 4 ワサビ田 
 
 養蚕業は生糸を紡ぐために豊富な水が必要になる。中
神・宮沢地域での養蚕業は江戸末期の横浜開港以後盛ん
となった。そして明治、大正を経て昭和初期に至るま
で、両村の主要産業となった。特に明治以降、養蚕業を
営む家が多かったという。また、この地域の養蚕業者は
蚕の種(子供)を売る種屋というものを営んでいた。近く
には桑畑があり、この地域で養蚕業が盛んになったきっ
かけともなったのである。 
 この地域で昔、養蚕業を行っていた方々にヒアリング
を行い、お話しを伺った。まず、宮沢町在住の鈴木理夫
さん(八十三歳)の家は昔、農家であり、蚕の種や麦を作
っていたという。種は手段が不明であるが、地方まで売
っていたと言い、お得意様は神奈川県であった。宮沢町
在住の鈴木博さん(八十五歳)の家は、『富士館』という
屋号で種屋を営んでおり、優れた種を求める人々が利用
していた。戦後は種屋を閉じたそうだ。同じく宮沢町在
住の鈴木実さん(六十五歳)の家は詳細が不明であるが、
『清寿館』という屋号で種屋を営んでいたそうだ。ヒア
リングからもこの地域には昔種屋を営んでいた家が多い
ことが明確となった。この地域は、豊富な桑畑の恵みか
ら質の高い蚕の種を作ることで有名となり、人々の生活
の生業となっていたのである。 
(4)町を飾る祝祭 
 熊野神社春祈祷奉納獅子舞は代表的な祝祭である。こ
の祭礼は、安政三年名主原茂氏が伊勢神宮に参詣した際
習得し、その後、村民に伝えたと言われている。東京都
無形文化財にも指定されており、古式神事伝承芸能であ
る。獅子舞は町内を巡り、最後は熊野神社境内で舞を披
露する。また、夏には熊野神社境内で熊野神社の祭礼と
盆踊り大会が開催される。境内にやぐらが組まれ、屋台
が立ち並ぶ、街中から人々が集い、楽しむ空間となって
いる。 
 
 
図 5 春祈祷奉納獅子舞 
 
 
 
図 6 熊野神社祭礼 
 
 
 
4. 歴史をつくる聖地 
(1)中神熊野神社概要 
 中神熊野神社は、延文 5(1360)年に紀伊国熊野本宮から
分霊を勧請奉祭したことが始まりとされ、村の氏子によ
り永く大切に守られてきた神社である。 
19 世紀初期の文化文政期に編まれた『新編武蔵風土記
稿』に「（中神村）熊野権現社社地除、五段餘、外に免田
二段十二歩、二間半に五間の覆屋、拝殿その中にあり、祭
神伊弉冊尊、前に兩扣の鳥居を建つそれより石階二つを
経て社頭に至る、村内の鎮守なり、吉田派の神職宮崎上総
の持」と記録されている。 
 熊野神社造営に関する初出の史料として、文化
13(1816)年 4月 13日付の「神祇管領文書」があり、それ
によれば中神熊野大権現宮大工棟梁として小町土佐正源
金定に補任状が発給されている。だが、以下のいくつかの
史料の記録から、この時には熊野神社再建の工事が実施
されなかったことになる。 
まず、19 世紀初め、当社の傷みが目立つようになり、
修復のために文政 4(1821)年頃、中神熊野神社の神職平馬
の兄左衛門の伯父である玉江老が、熊野宮建替手当金 30
両を村方へ寄進する。それを村民に貸し付け、およそ元利
50 両になった段階で普請に取りかかる旨を申し合わせた
（「寄付金三拾両貸付金五拾両ニ相成候ハ熊野権現社普請
可仕筈ニ‥」『中神村百姓神職平馬一件』）。 
 しかしながら、天保 3(1832)年に、名主、神主、左衛門、
村方との間で、普請金の帰属問題が表面化する。神主が普
請金を私物化し、中神熊野神社の再建になかなか取りか
からないという問題が発生する（『諸用日記控 付・長徳
元年「用留」』天保 3年 4月 15日〜6月 16日の条の「中
野家文書」および「伊藤家文書」）。 
(2)中神熊野神社所見 
 拝殿は入母屋造、桁行三間、梁間二間、一間の向拝が付
く。間口 21尺、奥行 15尺、軒高 13尺ある。戦後にモル
タルで表面が補強された盛土の基壇上に切石礎盤を置き、
その上に土台を組み、5 寸の角柱を切目長押、内法長押、
頭貫で固める。現在は、背面を除く三方を縁板で囲むが、
嘉永 5年の建築当初は四周の廻縁であったと推察される。 
室内は、前方と梁行方向の三方は無目框・長押、後方幣
殿との間の一間半に虹梁を設ける。天井は平格天井であ
る。虹梁が正面一間半の側柱をつなぐ。その下の唐戸には
菊の彫刻が施される。妻飾は虹梁・三つ斗付で、拝懸魚は
蕪懸魚鰭付で鰭に雲紋の彫刻がある。外部組物は出三つ
斗、中備は蟇股と平三つ斗が交互に設けられる。長押部分
の木鼻には龍が彫られる。室内の組物の中備は、大斗肘木
と平三つ斗拳鼻付が交互に設けられている。 
向拝は切石礎盤に、「卍」の装飾が施された方柱唐戸面
取の柱を置き、組物の連四斗(大斗は皿斗付)を据え、手挟
二対と海老虹梁を設ける。海老虹梁は、正面中央一間半の
側柱と手前の向拝柱をつなぐ。軒は二軒繁垂木、飛燕垂木
が打ち越す。向拝柱の二方向に獅子・獏鼻、正面蟇股に龍、
海老虹梁上の手挟に牡丹の浮彫が彫られる。虹梁には松
と千鳥の彫刻がある。虹梁と海老虹梁の下にはそれぞれ、
波と亀、波と千鳥が彫られた持ち送りを設ける。 
 昭和 9 年の「境内枯木伐採願」には、拝殿と覆屋のみ
が描かれ、幣殿の描写がない。加えて、幣殿の床下に本殿
へ上がる石段が残っていることから、遅くとも昭和初期
までは拝殿と本殿の間に建築物は存在していなかった。
拝殿との結合部のおさまりも悪く、隙間が随所に見られ
る。したがって、拝殿から本殿へは、一度地面に降りなけ
ればたどり着かない形式であって、拝殿の後方にも縁が
あったことを裏付ける事象である。幣殿に使用される部
材から、おそらく戦後に増築されたものと推測される。幣
殿の建築的特徴として、桁行 1 間、梁間 2 間の切妻造。
内部は一室とし、拝殿の背面に接続する。柱は方柱、天井
は平格天井である。本殿側、拝殿側の桁行に虹梁がついて
いる。東側梁間 1 間に押入れがつき、その他の梁間はガ
ラス戸がつく。本殿側桁行の戸には唐獅子に牡丹の装飾
が施されている。 
 覆屋に関しては、19 世紀初期の『新編武蔵風土記稿』
には「二間半に五間」、1849 年の「仕様帳」には『土䑓
長九尺 弐挺』『同弐間 弐挺』とあることから、覆屋の
規模が想像できる。奥行きと幅の記載はないが、現在の覆
屋の規模と比較して間口が 2 間、奥行きが 9 尺であるこ
とが想定できる。現在は間口 12 尺、奥行 15 尺ある。嘉
永期に比べて間口は同じでも奥行きが 6 尺大きくなって
いる。しかしながら、もともとそれより前の 1830年以前
には、記述を信頼すればさらに大きな規模であったこと
が知られる。その規模を嘉永 2 年の境内拡張以前の状況
に置いてみると、きれいに敷地の範囲に収まることがわ
かる。使用している材料は、一部の小屋材を除いて新しい。
加えて、本殿の基壇表面をモルタルで地固めしているこ
とから、戦後に同じく拝殿の基壇表面をモルタルで補強
した際に同時に工事が行われたのであろう。ちなみに、氏
子らへのインタビューでも、覆屋や本殿、拝殿に関する工
事の記憶が一切なく、その年代が確定できていない。 
 
 
図 7 熊野神社 平面図 
 
 
 
図 8 熊野神社 桁行断面図 
 
 
 
図 9 熊野神社 梁行断面図 
 
 
図 10 熊野神社 正面立面図 
 
 
 
図 11 熊野神社 東側立面図 
(2)本殿 
 本殿は、切妻妻入で、正面に向拝が付けられた見世棚造
の形式を持つ。間口 5 尺 2 寸、奥行 4 尺 5 寸ある。この
種の見世棚造の形式は、神社建築における中世から江戸
期に至る古い形式をよく伝えている。本殿は、周囲に川原
石が積まれた高さ 3 尺の土盛りの上に置かれている。切
妻妻入、桁行一間、梁間三間、一間の向拝が付き、見世棚
造の形式を持つ。高さ 5 寸の木製土台一段、軸部は古式
の井桁組からなる。身舎は方柱建てで、縁長押、切目長押、
内法長押により固められる。身舎柱と向拝方柱を虹梁で
つなぐ。組物や絵様はほとんど見られず、唯一の絵様は身
舎の破風尻に施された装飾のみである。妻飾は、梁の中央
に真束が載り、両側から叉首を受け、棟木鼻に懸魚がつく。
屋根は、垂木の上に野地板を敷き、その上に板厚 5mm の
材を交互に重ね合わせた栩葺きで、さらに仕上げとして
厚さ 3mm の薄板を段葺きにして葺いている。両端部は千
枚袖となっている。身舎には天井が張られており、釘留め
されている。身舎の軒裏は化粧屋根裏となっていて、白い
胡粉のようなものを塗布した痕跡がある。他にも、扉や落
とし込みの板壁などにやや暗い赤色の塗料(紅殻)が塗ら
れている。軒裏の化粧板の板厚は身舎が 1 寸 3 分、向拝
部が 1 寸と非常に厚い板を使用していて、形式・材料と
もに古さを示している。身舎の化粧板は腐朽具合からみ
て、建築当初の材ではないかと思われる。 
 
 
図 12 本殿 断面立面図 
 
(3)境内 
 中神熊野神社は奥多摩街道から一本入ったところにあ
り、宗教軸が街道に対して垂直に伸びている。 
 境内は崖線によって南北の下段と上段の二段に分けら
れている。 
南側下段に鳥居があり、そこから敷石が崖線下まで伸
び、急な石段を上がると崖線上の上段に至る。そこから、
再び敷石が拝殿まで真っ直ぐ伸びている。 
境内上段では、社殿のほか、参道脇に南から手水舎一軒、
左右の石灯籠 2 基と狛犬 2 頭が置かれる。本殿右手に玉
垣記念碑、左手に神輿を収めた神楽殿、奥に五つの末社が
ある。社務所は境内の西端に位置する。 
下段には、鳥居と神木が存在する。現在の鳥居は平成 23
年に再建されたものだが、明治 2年の「中神村鹿絵図」を
見ても、その位置は変わっていない。この鳥居の右手から、
女坂が境内東側に伸びている。崖線下には、幹の周囲 7m、
高さ 45.5m の大イチョウの木があり、樹令 400 年と言わ
れ、市の天然記念物に指定されている。その大イチョウの
手前に石灯篭１基がある。 
また、急な石段の左右に広がる崖線ののり面には、この
周辺でもよく見られる多摩川の丸石が積まれている。 
 現在、下段と上段を結ぶ参道は、斜度のきつい石段とな
っているが、嘉永 2 年の「鎮守再建諸入用帳」及び追記
「鋪石渡方」（嘉永 4 年）では、三か所に石段を配置し、
その間に盛土をして平坦にし、上段の境内にたどり着く
計画となっていた。しかしながら、明治後期撮影の「剣道
愛好会記念写真」を見ると、現在と同じ急な石段である。
また、19 世紀初期の『新編武蔵風土記稿』の「前に兩扣
の鳥居を建つそれより石階二つを経て社頭に至る」とい
う記述にあって、「石階二つ」は二段の石段とは考えにく
く、二か所の石段と解釈すべきである。とすれば、現在の
大イチョウ前の石段とのり面を上がる急な石段の二か所
を指すと理解できる。また、石段を三段から二段に改修し
た際の記録が残っていないのに疑問が残るからである。
復元断面図からわかるように、改修の際に大規模な土砂
の撤去が必要になる。熊野神社の改修にしても多額の費
用がかかったため、財政の乏しい中神村では境内改修ま
での費用を賄えるとは考えにくく、またそれに対する文
献の記述も見つかっていない。 
以上のことから、石段は嘉永 2 年の「熊野宮再建仕様
帳」のとおりには建設されず、旧来からの二か所の石段の
形式を保持したまま整備されたとみるべきで、その後も
修繕を加えながら現在に至るまで継承されたのは確実で
あろう。 
 
 
図 13 熊野神社 配置図 
 
 
 
図 14 熊野神社 境内断面図 
 
(3)建築年代の特定 
実測と嘉永年間の古文書の解読により、熊野神社の建
設改築年代の特定を行なった。現存する社殿は、土台から
梁部分までは嘉永２年の「熊野宮再建使用帳」の記載通り
であったが、天井から屋根部分は大正 15年に改修された
ものであった。仕様書には本殿と幣殿に関する記述はな
かった。 
また熊野神社と同じく多摩地方に存在し、建築年代や
再建年代が熊野神社と近い神社を選び、様式や装飾意匠
を比較した。これにより、熊野神社が嘉永年間に再建され
たことを証明するためである。熊野神社の再建された年
代に近いものでも、建築技術が向上した江戸時代後半
(1840 年代)と関東大震災後(大正時代 1923 年〜)に創建、
再建された東京都西部の神社を実際に訪れ、特徴を捉え
ていく。熊野神社の拝殿の向拝柱は、面取りがされ、彫刻
が施されている。これと同じく 1800年に造営された八坂
神社の本殿の向拝柱である。この向拝柱には彫刻が施さ
れているのが確認できる。また熊野神社の向拝柱のデザ
インを細かく見ると、その中に「卍」が描かれているのが
わかる。明治維新が起こり神仏分離令が発令されると、神
道と仏教を明確に区別するようになり、廃仏毀釈が起こ
ったのである。神社の柱に仏の象徴を施しているのは、明
治以降では起こりえないのである。以上のことより、現在
の熊野神社拝殿は再建仕様帳の作成された嘉永年間に再
建されたものであると考えられる。 
 玉川神社本殿は、江戸中期末から後期以後の建立と見
られ、年代的にも古い、中神熊野神社と同じく、規模の大
きい本殿とは系譜が異なるものである。熊野神社と玉川
神社の本殿を比較していくと、共に一間社の見世棚造で
あり、造としては簡素である。正面身舎に取り付けられた
鍵細工の形は酷似しており、このような小規模な社殿が
江戸後期から末期にかけて、この昭島市を含む多摩地方
に普及していたことが判明した。 
 熊野神社の本殿はとても簡易的な造りで、その造が簡
素であったため建設年代の特定が困難であったが、玉川
神社との比較により、嘉永年間でも熊野神社のような本
殿が建てられると判断した。 
5. 結論 
 第 1章では、中神・宮沢の成り立ちと、地形や湧水と
いった自然環境と、そこに発生した集落空間について述
べた。昭島市の成り立ちには段丘、崖線、湧水などとい
った自然環境が大きく影響していた。中神・宮沢の集落
そして建築空間は、豊かな自然環境ゆえ農村地帯として
発展した歴史と大きく関係していた。 
 第 2章では、中神・宮沢の生活文化について述べた。
水路を維持管理するための組織である「水の講」、ワサ
ビ田をはじめとした生業、そして歴史ある祝祭はどれも
街の人々が守ってきた伝統である。これらの伝統を通し
て現在でも街のつながりは強くなっているのである。こ
のようなコミュニティは、まちや地域の個性に結びつい
ているのは言うまでもない。伝統文化を継承していくこ
とで魅力が溢れる街、景観となっていることが分かっ
た。中神・宮沢は自然豊かな景観だけではなく、街の
人々の温かみも感じることができる街なのである。現代
になっても街の皆が歴史、伝統を守ろうとしている姿勢
がこの街の魅力を作っており、現代の東京都心にはない
東京郊外の魅力なのである。 
 第 3 章で述べた熊野神社は、紀伊国熊野本宮から分霊
を勧請奉祭したことが始まりとされ、中神町の残されて
いる文献の中で最も古い 1360年のことである。創建から
今日までの約 650 年間で様々な歴史を積み重ねてきたこ
とだろう。江戸後期の寺社建築の技術と歴史を見ること
ができる重要な建築物であった。実測によって現在の熊
野神社の姿をとらえるだけではなく、古文書の解読と周
辺神社との比較により江戸後期のときの姿を解き明かす
ことで、この地域独自の歴史のアイデンティを見つける
ことができたのではないだろうか。 
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